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SDGs宣言（イングリウッドのSDGsへの取組み）

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、

「誰一人取り残さない（leave no one behind）」持続可能な社会の実現を目指す世界共通の目標であり、

当社はSDGsへの取り組みが非常に重要であると認識しています。

当社が掲げるバリューである「よりよい未来を切り拓く主体者」であるためには、

事業活動を通じて様々な社会課題に正面から向き合い、行動に移すことが必要であると考えています。

当社は、社会/Social、環境/Environment、人/People、3つの分野において、

全ての人々が平等かつ豊かで持続可能な未来を築いてまいります。

2022年3月1日

代表取締役 黒川 隆介
株式会社イングリウッド
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代表メッセージ

第18期（2021年9月～2022年8月）が終了しましたので、

期の弊社のSDGs活動についてご報告申し上げます。

今期は、弊社にとってSDGs元年となりました。

社内の有志が声を上げて、自発的にSDGsを推進していく活動を始めて、

1年間で一定の成果をあげることができました。

多くのステークホルダーに目を向けることができたのは、

経営にとって大きな前進であると考えております。

コロナ、円安、インフレと社会情勢は未だ不透明ですが、

引き続き持続可能な経営を進めてまいりますので、

変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

2023年2月1日

代表取締役 黒川 隆介
株式会社イングリウッド
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マテリアリティ特定とSDGs宣言に向けた準備活動を行いました。

SDGs研修で、全社に対してSDGsの浸透を図りました。

SDGs研修
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SOCIAL ENVIRONMENT

デジタルを活用し、
格差がなく豊かな社会を築きます

● テクノロジーの活用が生み出す経済発展

● ECの拡大による地域格差の解消

廃棄物やCO2の削減を通じ、
環境に配慮したビジネスを築きます

● ロジスティックスの適正化によるCO2削減

● バリューチェーンの効率化を通じた廃棄物削減

多様な価値観を前提とし、
国籍や性別に捉われない組織を築きます

● 制度や意識の多様化がもたらす
ジェンダー平等・ダイバーシティ実現

● バリューチェーンの見直しによる人権リスクの低減

マテリアリティ

全ての社会が平等な未来
PEOPLE

あらゆる人が輝く未来自然と共生する未来
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特定したマテリアリティに基づいてSDGs推進活動を行いました。

2022年3月-2022年8月

2022年6月10日と7月15日に一般社団法人渋谷区SDGs協会の主催する「こども食堂」が開催され、

イングリウッドは三ツ星ファームのお弁当を提供しました。「こども食堂」は、こども達にとってのサード

プレイスになるとともに、食品ロスを考えるコミュニティです。プログラムは、前半はボランティアが

こども達の宿題を見てくれる宿題タイム、後半は三ツ星ファームのお弁当を食べる食事タイムに分かれ

ます。イングリウッドは、今後も「こども食堂」に協力してまいります。

SOCIAL

全ての社会が平等な未来

ENVIRONMENT

自然と共生する未来
SBT（Science Based Targets）の認定を取得しました。SBTとは、パリ協定が求める水準と整合した、

5年～10年先を目標年として企業が設定する、温室効果ガス排出削減目標のことです。イングリウッドは、

2030年までに温室効果ガス排出量を42%削減することをコミットして、SBTの認定を取得しました。

PEOPLE

あらゆる人が輝く未来
ジェンダー平等・ダイバーシティの観点から、女性従業員の活躍を推進するため、外部の講師を招いて

女性従業員向けのキャリア座談会を実施しました。女性従業員からは社内にロールモデルがいない

という意見がありましたので、子育てをしながら仕事も充実している外部講師を招くことにしましたが、

参加した女性従業員には大きな刺激となりました。
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SOCIAL

引き続き「子ども食堂」に

三ツ星ファームのお弁当を提供するとともに、

一般社団法人渋谷区SDGs協会と協力して、

地域社会に根差した活動を続けていきます。

温室効果ガスの排出量を

継続的に測定し、

段階的に削減を進めてまいります。

社外講師を招いた研修など、女性活躍に

関する活動を継続的に進めてまいります。

ビジネスと人権に関しても、問題意識を

持って情報収集を進めてまいります。

2023年の目標

全ての社会が平等な未来
PEOPLE

あらゆる人が輝く未来
ENVIRONMENT

自然と共生する未来
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